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二
〇
二
〇
年
度
、
全
世
界
規
模
の
災
厄
で
あ
る
コ
ロ
ナ
禍
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
［CO

VID
-19

］
の
大
流
行
）
は
学
術
の
世
界
に

も
多
大
な
影
響
を
与
え
、
大
学
で
の
授
業
も
「
対
面
／
リ
モ
ー
ト
」
形
式
の
切
り
替
え
及
び
併
用
と
い
っ
た
不
安
定
な
実
施
で
落
ち
着
か
ず
、
ま

た
学
会
も
中
止
が
相
次
ぐ
一
方
次
第
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
へ
シ
フ
ト
し
、
例
年
と
は
異
な
る
様
相
を
呈
し
て
い
ま
す
。
二
〇
二
一
年
三
月

現
在
も
、
未
だ
収
束
の
目
途
は
立
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
、
授
業
の
実
施
形
態
に
不
安
を
感
じ
つ
つ
も
既
に
新
学
期
が
目
前
に
迫
っ
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。

今
号
、『
陽
明
学
』
第
三
十
一
号
は
、
当
初
今
年
度
二
松
学
舎
大
学
で
開
催
す
る
予
定
の
陽
明
学
に
関
す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
成
果
を

特
集
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
冒
頭
で
述
べ
た
理
由
に
よ
り
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
実
施
で
き
ず
（
海
外
か
ら
講
演
者
を
招

聘
す
る
こ
と
が
不
可
能
）、
ま
た
人
が
集
ま
る
行
事
が
敬
遠
さ
れ
る
状
況
下
（
所
謂
「
三
密
」
回
避
の
要
請
）、
本
誌
の
内
容
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

が
困
難
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

幸
い
、
石
原
伸
一
氏
が
論
考
を
投
稿
く
だ
さ
り
、
何
と
か
学
術
雑
誌
と
し
て
の
体
裁
を
保
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
石
原
氏
に
は
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
連
載
の『
朱
子
語
類
』、『
龍
谿
王
先
生
全
集
』
各
訳
注
も
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
も
、
学
術
の
停
滞
は
避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
陽
明
学
研
究
セ
ン
タ
ー
で
も
、
不
測
の
事
態
に
対
処
で
き

る
体
制
づ
く
り
を
模
索
す
る
必
要
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
本
誌
の
最
後
に
、
論
考
の
投
稿
要
領
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
諸
先
生
方
・
大

学
院
生
の
奮
っ
て
の
ご
投
稿
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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